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沈下率100:1のゴミ 沈下率10:1のゴミ 

沈下率1:1のゴミ 沈下率1:2のゴミ 

沈下率0:1のゴミ  

 

 

 

春（3,4,5月）に投入したゴミ 

夏（6,7,8月）に投入したゴミ 
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冬（12,1,2月）に投入したゴミ 

 

 

 

＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

図 3.6-4(1) 韓国西岸からの発生を想定したゴミの漂流経路 
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沈下率100:1のゴミ 沈下率10:1のゴミ 

沈下率1:1のゴミ 沈下率1:2のゴミ 

沈下率0:1のゴミ  

 

 

 

春（3,4,5月）に投入したゴミ 

夏（6,7,8月）に投入したゴミ 

秋（9,10,11月）に投入したゴミ 

冬（12,1,2月）に投入したゴミ 

 

 

 

＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

図 3.6-4(2)  韓国南岸からの発生を想定したゴミの漂流経路 
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沈下率100:1のゴミ 沈下率10:1のゴミ 

沈下率1:1のゴミ 沈下率1:2のゴミ 

沈下率0:1のゴミ  

 

 

 

春（3,4,5月）に投入したゴミ 

夏（6,7,8月）に投入したゴミ 

秋（9,10,11月）に投入したゴミ 

冬（12,1,2月）に投入したゴミ 

 

 

 

＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

図 3.6-4(3)  韓国東岸からの発生を想定したゴミの漂流経路 
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3.6.3 東シナ海発生ゴミの漂流経路の推定 
漁業用フロートを想定して、中国沿岸からの漂流経路の予測を行っている（沈下率は、1：

1に設定している）。シミュレーションにおける漁業用フロートの投入位置（初期条件）を、

図 3.6-5 に示す。投入条件は、1月 1日を計算開始とし、月に 1回の頻度（毎月の１日）

で 1 年間投入している。計算期間は、投入期間（1 年間）終了後、さらに 2 年間（計 3 年

間）である。 

計算結果（図 3.6-6）をみると、投入場所によっては対馬海峡に到達しないものもある

が、対馬海峡に到達し日本海へと流入していく様子が分かる。上記で述べたように飛島で

回収されたペットボトルやライターには、海外のものが含まれていたが、図 3.6-6 に示し

たように、日本海に流入した後、対馬暖流によって赤川河口部まで輸送された可能性もあ

ると考えられる。 
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＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

図 3.6-5 漁業用フロートの投入位置 
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エリア A渤海（山東
シャントン

省・河北
ホーペイ

省沖合） エリア B黄海北部（遼寧
リャオニン

省沖合） 

エリア C黄海南西部（山東
シャントン

省・江蘇
チアンスー

省沖合） エリア D揚子江河口沖 

 

＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

 

図 3.6-6(1) 漁業用フロートの投入エリア別漂流経路 
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エリア E浙 江
チョーチアン

省沖合 エリア F台湾海峡（福建
フーチエン

省沖合） 

エリア G台湾東部海域（黒潮主流海域） 

 

エリア H日中中間線付近 

 

＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

 

図 3.6-6(2) 漁業用フロートの投入エリア別漂流経路 
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3.6.4 山形県を起源とする漂着ゴミの漂着場所の推定 
山形県を起源とする漂流ゴミの漂着状況（ライターを想定した計算結果）は、図 3.6-7

に示すとおりである。計算条件は、3.6.1 節と同じである。自県に漂着するものが多くな

っているが、沈下率 0：1のケースでは、自県よりも秋田県に多く漂着している。 

以上をまとめると、飛島西海岸に漂着するゴミは、発生源としては海外、国内（自県及

び他県）両方があり、漂流メカニズム（飛島への輸送過程）としては風による輸送と対馬

暖流による輸送の両方がある。 
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沈下率3種混合（ライターを対象） 
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沈下率0:1のゴミ 
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沈下率1:2のゴミ 
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沈下率1:1のゴミ 
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＜出典：H19 国際的削減方策調査＞ 

図 3.6-7 山形県沿岸からの発生を想定したゴミの漂着密度分布 
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4．調査方法に関する課題 

当調査を実施した際に、調査の問題点、限界点が明らかとなった。表 4-1 にその課題と対応

策についてまとめる。 

 

表 4-1 調査のおける課題と対応策 

 項目 課題 対応策 

1 調査枠の設置方法 人力で移動できない流木・漁網

がある位置に調査枠が設置でき

なかった。 

調査枠を設置する前に、調査範

囲対象区域のゴミを一斉に撤去

し、任意の場所に調査枠を設置

する。 

2 ゴミの漂着状況の把

握 

想定したよりゴミの再漂流や移

動が大きく、風や河川流量と漂

着状況の関係が把握し辛かっ

た。 

定点観測を充実させ、きめ細や

かな把握に努める。 

3 発生源の把握 発生国、発生場所を把握するた

めのライター、ペットボトル等

が調査枠だけでは十分に取得で

きなかった。 

調査範囲においてライター、ペ

ットボトルの全量回収を実施

し、発生源の推定を行う。 
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5．海岸清掃活動に関わる参考資料 

5.1 漂着ゴミ量の推定資料 
共通調査及び独自調査から得られた情報を基に、実際に長崎県対馬市の海岸（越高及び

志多留）において漂着ゴミを回収する場合に、その海岸での漂着量を推定するのに役立て

るための資料を整理し、参考資料とした。 

具体的には、越高海岸及び志多留海岸での調査枠内（10ｍ枠）で回収されたゴミの重量

（㎏）及び容量（L）と、10ｍ枠の写真（漂着ゴミの概観）を並列させ、実際に他の海岸で

漂着ゴミを観察した時に、果たしてどれくらいのゴミ量があるのかを把握するための参考

とするものである。資料では、この量の多い順に並べてある。 

これを基に、実際の清掃活動に必要な人員や機材、あるいは環境省の「災害等廃棄物処

理事業費補助金」の対象事業たり得るかの判定等に利用できるものと考える。 
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5,800L（5.8 ㎥） 1,100 ㎏ 4,400L（4.4 ㎥） 760 ㎏ 
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地点 5 

 

第 1 回調査 
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地点 2 

 

第 2 回調査 
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地点 4 
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地点 2 
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940L（0.94 ㎥） 160 ㎏ 780L（0.78 ㎥） 150 ㎏ 
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地点 4 

 

第 6 回調査 

 

志多留海岸 

 

地点 2 

 

第 6 回調査 

 




